
今、新型コロナウイルス感染症について知っておくべきこと 

  

 

01 感染症の現状 

7〜9 月に新型コロナウイルス感染症の感染波が予測されています 

新型コロナウイルス感染症が「5類感染症」※1に移行されてから 1年以上が経過しました

が、今年の夏も再び感染拡大する懸念があります。厚生労働省、国立感染症研究所による

と、新型コロナウイルス感染症「第 9波」 以降の令和 6年 5月より全国で新型コロナウイ

ルス陽性者が再び増加傾向にあります※2。「第 9波」のピークが昨年の夏季（8月末から 9

月上旬）であったことを踏まえると、今後も感染者が増えることが見込まれます。感染症

の警戒を怠らず、家族と自分を守るために最善の準備をしておきましょう。 

出典 

※1 厚生労働省, 新型コロナウイルス感染症の国内発生状況等について. （部 サイト） 部

 サイト （閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

※2「新型コロナウイルス感染症定点当たり報告数(全国)推移」厚生労働省 HP 及び国立感

染症研究所 HP 



  
2024 年の 7月には毎日約 8,300 人の方が感染しました。 

7 月 1 日～7月 28 日（合計 28 日）の合計感染者数をこの期間の日数で割って算出した数字

です。この感染者数は定点医療機関からの新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の報告

数に基づいています。出典・厚生労働省. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の発生

状況について. 2024.（部 サイト） 部 サイト（閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

02 感染症の症状 

新型コロナウイルス感染症の主な症状は？ 

新型コロナウイルス感染症が 5類に移行された後も、ウイルスは増殖や感染を繰り返す中

で少しずつ「変異」し続けています。現在は KP.3 系統を含む、JN.1 系統とその亜系統お

よび XDQ.1 系統が主流となっています※1※2。変異株の種類によって、症状や罹患後症状

（後遺症）も変わってきています。 



 

※1 厚生労働省,新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染状況及び取り組み状況等に

ついて（報告）.（部 サイト） 部 サイト （閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

※2 新型コロナウイルス感染症サーベイランス月報：発生動向の状況把握  （2024 年 5 月）.

（部 サイト） 部 サイト （閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

 

03 感染症の重症化 

7⽉までに、今年は既に 6万⼈以上の方が新型コロナウイルス感染症で⼊院されています 

※1。2021 年末に流行株が感染・伝播性が非常に強いオミクロンに置き換わった以降、重

症化する患者の割合は低下しましたが※2、重症化する方は今でもいます※1。 

感染しても多くの患者は無治療、あるいは適切な治療ののちに回復しますが、症状が重症

化して入院や集中治療が必要になったり、呼吸困難を訴え酸素投与を受けたりする人もい

ます。 

※1 厚生労働省, 新型コロナウイルス感染症の国内発生状況等について. （部 サイト） 部



 サイト （閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

※2 厚生労働省, 新型コロナウイルス感染症 COVID-19 診療の手引き 第 10.1 版. 2024.

（部 サイト） 部 サイト（閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

2024 年現在（7月 28 日まで）新型コロナウイルス感染症による入院患者数は約 68,000 人 

令和 6年 1月 1日以降に入院した患者の累計数で、7月 28 日時点の基幹定点医療機関（約

500 カ所）からの新型コロナウイルス感染症（COVID-19）による入院患者の届出数です。（一

 重複あり） 

 ・厚生労働省. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の発生状況について. 2024. （部 

サイト） 部 サイト（閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

 

04 感染症の後遺症 

新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（後遺症）とは？ 

新型コロナウイルスに感染後、少なくとも 2ヶ月以上症状が続き、感染性が消失した後も

他の疾患による症状として説明がつかないものを罹患後症状（後遺症）と呼んでいます※1。

通常は、発症から 3ヶ月経った時点にも見られます。目安として 1ヶ月以上症状が続いて

いたり、新たな症状が現れたりする場合は罹患後症状（後遺症）の可能性が疑われます。 

※1 厚生労働省, 新型コロナウイルス感染症 COVID-19 診療の手引き 別冊 罹患後症状の

マネジメント 第 3.0 版. 2023.（部 サイト） 部 サイト （閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

05 感染症の予防 

新型コロナウイルス感染症を予防するために、できること 

新型コロナウイルス感染症は「5類感染症」へと移行となり（厚生労働省 HP※1）、現在は、

一律の対応を求められてはいません。感染対策の実施については個人・事業者の判断が基

本となっていますが、大切な人々と自分自身を守るためにも、いくつかの衛生習慣を覚え

ておきましょう。 

※1 厚生労働省, 新型コロナウイルス感染症の 5類感染症移行後の対応について. （部 サ

イト） 部 サイト （閲覧日:2024 年 8 月 2 日） 

 

06 感染症の治療法 

現在では新型コロナウイルス感染症はインフルエンザ同様、お薬による治療法があります 

症状や基礎疾患などによって、一人ひとりに適した治療が異なります。現在では治療の選

択肢が広がり、インフルエンザと同様に、ウイルス自体を直接やっつける治療（抗ウイル

ス薬治療）なども選択できるようになりました。各々の健康状態に応じた治療法があるの

で、適した治療法についてはかかりつけ医等にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 


